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都市と田園との交流

大　農　業　都　市

消費者
「食」を選択する力の習得

生産者
安全，安心な食材の供給

【 現 状 】

★女性就業者の割合(H17)

　　　４3．７％  政令市中第3位
★高齢者の割合(H17)

　　　20．５％  政令市中第３位

新潟市の現状

社 会 経 済 情 勢 の 変 化

・少子・高齢化の進展
・ライフスタイルの多様化
・高度情報化の進展

★朝食欠食率（２０歳代男女）(市H17国H16)

　　　　　２７．３％　国２７.４％
★毎日外食を利用する人（５０歳代男性）(H17国H16)

　　　　　２６．８％　国１8.1％
★肥満の割合（５０歳代男性）(市H17国H16)

　　　　　２６．０％　国３０.８％
★やせの割合（２０歳代女性）(市H17国H16)

　　　　　２３．４％　国２１.４％
★将来の健康についての不安(市H17国H16)

　　生活習慣病への不安 ５６．６％
        （がん，心臓病，脳卒中など）

★平均寿命(H12)

　　男性　７８．３歳)　国７７．７歳
　　女性　８５．４歳　国８４．６歳
★食品に対する不安や不信を感じている人(H17)

　　　　　４８．７％

新潟市の現状

「食」をめぐるさまざまな問題

①「食」を大切にする心の欠如
②栄養バランスの偏った食事や
　不規則な食事の増加
③肥満，生活習慣病（糖尿病など）
　の増加
④過度の痩身志向
⑤「食」の安全上の問題の発生
⑥「食」の海外依存
⑦伝統ある食文化の喪失

【目的】

★生鮮野菜購入量（１世帯当年間）(H15～17平均)

　　　　２２３ｋｇ　全国１位
★食料自給率(H16)

　　　　６0％　政令市中第１位
★農業産出額(H17)

　　　　６９５億円　全国市町村第２位
★市民が抱く新潟市のイメージ(H18)

　　　第１位　食が美味しいまち

豊かな自然
（田園・海）

都市

＜基本理念＞

★市民の心身の健康の保持増進及び豊か
な人間形成に資するよう取り組むこと

★自然の恩恵や食に関わる人々への感謝
の念及び理解を深めるよう取り組むこと

★市，市民及び関係者等あらゆる者が，家
庭の役割の重要性を認識した上で，あらゆ
る機会と場所において，相互理解を深め，
有機的に連携を図りながら取り組むこと

★市民及び関係者等の自発的意思を尊重
して取り組むこと

★あらゆる世代の中で特に子どもたちに
対して積極的に取り組むこと

★地域の特性を生かし，生産者と消費者
の交流による地域の活性化，調和のとれ
た食料の生産・消費を目指して取り組む
こと
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家　庭

食 育 の 推 進
様々な経験を通じて，食に関する知識と食を選択する力を習得し，
健全な食生活を実践することができる人間を育てる「食育」の推進

地 産 地 消 の 促 進伝統的な食文化の継承

地域の力
ｺﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ協議会，高齢者，食生活改善
推 進 委 員 ， NPO 等 地 域 の 力 を 活 用

男女共同参画
家庭での男性や子どもの食事作り等食生活の
自 立 ， 女 性 の 社 会 進 出 へ 配 慮

コミュニケーション
家 庭 の 食 卓 の 会 話 や ｽ ｷ ﾝ ｼ ｯ ﾌ ﾟ ，
関 係 者 の 連 携 を 重 視

・安全，安心な食料供給
・消費者との交流
・体験機会の提供等による
　積極的な食育の推進
・他者の食育推進活動への
　協力

・安全，安心な食品提供
・食に関する幅広い情報開示
・体験機会の提供等自主的
　かつ積極的な食育の推進
・他者の食育推進活動への
　協力

農林漁業者等食品関連
事業者等

食に関する指導内容・指導体制の充実
学校給食等の活用

学　校
保育所等

地　域
職場等

市民

食育の専門家の養成・活用
食育の普及・啓発

・食に関する知識の習得
・自ら「健全な食生活」を実践
・食育推進への寄与

行　政

保健医療
関係者等

健全な食習慣の確立

教育関係者等

・保健，医療，介護施設等
　あらゆる機会と場所を利用した
　積極的な食育の推進
・他者の食育推進活動への
　協力

・学校，保育所等あらゆる
　機会と場所を利用した
　積極的な食育の推進
・他者の食育推進活動への
　協力
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・食育推進のための
　総合的な施策の策定，実施

国県との協力，財政措置
推進計画の策定，推進会議の設置

施策の実施状況の報告

食 育 の 普 及 啓 発
食品の安全性等の情報発信等

人・物・情報

信頼関係の構築

自然の恩恵や食に関わる人々への感謝の心，物を大切にする心の育成
地域の活性化，環境との調和のとれた食料の生産と消費
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